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　最近，小径化し，低質化しつつある広葉樹原木
について，その有効利用が議論されようとしてい
ます。広葉樹原木のうち，現在用材として用いら
れているものについてはその実態が良く知られて
いますが，将来的には他の用途への利用がみこめ
るチップ原木については，量的なことはともかく，
欠点その他の質的なことはほとんど知られており
ません。そこでこのたび，チップ工場での現地調
査を行いましたので，その結果をかいつまんで御
紹介したいと思います。

　調査方法
　調査した工場は，上川支庁管内 2社，網走支庁
管内 2社，十勝支庁管内 3社の計 7社です。調査

原木数は 1工場 100本（上川支庁管内の 1社のみ
は 111本）としました。
　測定項目は，樹種，元口径，末口径，材長，曲
がりの矢高，節の数，腐朽（木口面）の大きさ，
割れ（木口面の顕著なもの）の長さとしました。

　調査結果
 （1）　樹種別の割合
　樹種別には，図 1のようにカバ，ナラ，ニレ，
シナが多く（地域によりバラツキがある）全体の
2／3を占めています。これは，道東，道北につい
て調査した結果で，道央や道南を含めれば，ブナ
などの南に生育する樹種のものが増えてくること
が予想されます。
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図 1  樹 種 別 の 割 合

　(2)　径級
　図2のように，最も本数が多かったのは10～15
cmの末口径のものでした。そして 10～25cmのも
のが全体の2/3を占めています。そのため，チッ
プ原木の利用を考える場合には， 20cm前後の原
木の効率の良い製材という問題を解決する必要が
あるようです。
（3）腐朽
　図3は，腐朽の割合（腐朽した部分の末口径に

　図 2 　径　級　の　分　布

対する百分率）と末口径の関係を表したものです。
腐朽の割合が40％を境にして見た場合，末口径が
20cm以上の原木が多くなっています。すなわち，
大径のものには腐朽しているものが多いというこ
とです（このことは，チップ原木としては当然の
ことでしょう）。しかし，大径の原木の中に腐朽
していないものが含まれているので，これらを製
材にまわすことは可能と思われます。
　図４には，樹種別の腐朽の割合を示してみまし
た。ここから，腐朽しやすい樹種として，ナラ，
シナ，カツラ，などがあげられます。しかし，文
献等にみる心材部での腐朽しやすさ（図４下段記
入* ）と今回の調査結果とは必ずしも一致してい
ません。これは，長期間，野外に放置されていた
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図 3　腐　朽　の　割　合

などの理由のために腐朽しやすかったものと思わ
れます。したがって，現在チップ原木として用い
られているものの中から他用途への原木を選び出
す場合には，用途に応じて，たとえば野外に使用
するか，室内に使用するかなどにより，樹種や原
木直径を考慮する必要があるかも知れません。

　おわりに
　チップ原木は，製材の仕方により，まだまだ活
用できる部分があるようです。現に，大径のもの
から腐朽部を取り去って用材に向けているチップ

図 4　 樹 種 別 の 腐 朽 の 割 合

工場も一部にあります。しかし，これには人件費
の問題や，量がまとまりにくいなどの問題があり，
それらのチップ工場でもかなり苦労しているよう
です。けれども，より小さな径級の原木でも能率
よく製材する技術の開発とか乾燥方法の改良など
の工夫をすれば，今より作業能率は向上し，製品
価値も高くなるように思われます。これらのこと
は，チップ業者，製材業者だけの問題ではなく，
用途開発などの面で，木材業界全体の問題ではな
いでしょうか。
　　　　　　　　　　　　（林産試験場　加工科）


